
評価項目 S～A（33～27点） B（26～24点） C（23～20点） D（1つでも該当すると不合格）

ソーシャルワークならびにその周辺領
域の理論モデルを概観し、クライエン
トに起きている現象を理解するための
知識を習得できる（A-1）。

教員の助言を参考に、ソーシャルワー
クならびにその周辺領域の理論モデ
ルを概観し、クライエントに起きている
現象を理解するための知識を習得で
きる。

教員の指導の下、ソーシャルワークな
らびにその周辺領域の理論モデルを
概観し、クライエントに起きている現象
を理解するための知識を習得できる。

教員の手厚い指導の下、ソーシャル
ワークならびにその周辺領域の理論モ
デルを概観し、クライエントに起きてい
る現象を理解するための知識を習得
できる。

ソーシャルワークならびにその周辺領
域の理論モデルを概観し、クライエント
に起きている現象を理解するための知
識を習得することができない。

クライエント・システムに起きている現
象を科学的に解読し、評価方法を検
討できる（A-1）。

教員の助言を参考に、クライエント・シ
ステムに起きている現象を科学的に解
読し、評価方法を検討できる。

教員の指導の下、クライエント・システ
ムに起きている現象を科学的に解読
し、評価方法を検討できる。

教員の手厚い指導の下、クライエント・
システムに起きている現象を科学的に
解読し、評価方法を検討できる。

クライエント・システムに起きている現
象を科学的に解読し、評価方法を検討
することができない。

クライエント・システムに起きている現
象を科学的に評価し、介入方法を検
討できる（A-1）。

教員の助言を参考に、クライエント・シ
ステムに起きている現象を科学的に評
価し、介入方法を検討できる。

教員の指導の下、クライエント・システ
ムに起きている現象を科学的に評価
し、介入方法を検討できる。

教員の手厚い指導の下、クライエント・
システムに起きている現象を科学的に
評価し、介入方法を検討できる。

クライエント・システムに起きている現
象を科学的に評価し、介入方法を検討
することができない。
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※評価は、評価項目についてそれぞれ「S～A：33～27点」「B：26～24点」「C：23-20点」とし、「D」は1つでも該当した場合は不合格となる。

※評価項目内の（A-1）は、ディプロマポリシーと対応する項目を指す。
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